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■第８回「全国こども科学映像祭」ビデオ作品募集中
　 　（財）日本視聴覚教育協会、（財）つくば科学万博記念財団、（独）
科学技術振興機構他主催による標記映像祭では、子どもたちによ
る科学ビデオ作品を募集している。小学生部門「みぢかな生きも
ののふしぎ」と中学生部門「科学の不思議を見つめると」の２部
門の各テーマで募集中。詳細は、51頁を参照。

◉ニュースクリップ＆映像教材

NEWS CLIP &
 AV MATERIAL

NEWS CLIP

■ 平成21年度（第36回）「全国自作視聴覚教材
コンクール」に113作品が応募
　（財）日本視聴覚教育協会主催、文部科学省後援
による標記コンクールの今年度の参加作品は、
113作品にのぼった。内訳は以下の通り。
〈部門別〉　小学校部門（幼稚園を含む）34作品  
中学校部門　14作品　高等学校部門　６作品　
社会教育部門　59作品
〈種別〉　ビデオ　70作品　CD-ROM　23作品　
スライド　２作品　紙しばい　14作品　TP　１
作品　その他　３作品
　なお、本コンクールの表彰式は平成21年９月
11日（金）、東海大学校友会館（千代田区霞ヶ関
3-2-5）において行われる。

協会情報
　「子ども霞が関見学デー」は、子どもたちが親
の職場を見学すること等を通して、広く社会を知
る機会とする取組で、今年も各府省庁が職場見学
や業務説明等を実施する。
〈日程〉　平成21年８月19日（水）・20日（木）
〈対象〉　全国の小・中学生（原則として保護者同伴）
〈内容〉　26府省庁ごとの特色を生かし、さまざま
なプログラムを一斉に実施。参加者に「霞が関子
ども旅券」を配布し、併せてスタンプラリーを実施。
〈参加申し込み〉　事前申し込みが必要なプログラ
ムと、当日でも参加できるプログラムがある。詳
細は、http://www.mext.go.jp/にて。
〈問い合わせ先〉　文部科学省生涯学習政策局生涯
学習推進課　TEL　03-5253-4111（内線2642）

文部科学省情報

■ 平成21年度「子ども霞が関見学デー」実施

AV情報

■ ｅ-Learning WORLD 2009
　e-Learning WORLD 2009実行委員他主催によ
るｅラーニング専門展示会が開催される。
〈日時・会場〉　平成21年８月５日（水）～８月７
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生　3,000円。参加登録は、http://www.sainou.or.
jp/forum2009から。
〈問い合わせ先〉　（財）才能開発教育研究財団
IMETSフォーラム事務局TEL　03-5473-5601

日（金）10：00～17：00　東京ビッグサイト西３
ホールおよび会議棟（東京都江東区有明3-21-1）
〈内容〉　e-Learning最新情報やコンテンツ制作、
講演、「第６回日本e-Learning大賞」表彰式など。
詳細は、http://www.elw.jp/を参照のこと。
〈問い合せ先〉　「e-Learning WORLD 2009」展示
会事務局　TEL　03-3273-6184 短信

■ 文部科学省の異動
　平成21年７月14日付で文部科学事務次官銭谷
眞美氏が辞職、生涯学習政策局長清水潔氏が文部
科学審議官となり、後任には板東久美子氏（大臣
官房付）が就任した。
　生涯学習政策局参事官付の異動は以下の通り。
　○参事官　椿泰文氏→総務省行政評価局評価監
視官（農林水産・環境担当）室評価監視官（後任：
環境省、経済産業省、総務省グリーン家電普及推進
室＝齋藤晴加氏）○企画官（併）情報教育調査官　
中沢淳一氏→総務省情報通信国際戦略局国際戦略
企画官（併）総合通信基盤局データ通信課（後任：
大臣官房総務課課長補佐＝中村信一氏）○専門官
（併）内閣官房副長官補付　（命）内閣官房情報通信
技術（ＩＴ）担当室室員　神谷友久氏→大臣官房政
策課専門官（後任：大臣官房国際課課長補佐（併）

研究会情報

■ 第36回教育工学研修中央セミナー IMETS
フォーラム2009
　（財）才能開発教育研究財団では、「新しい時代
に求められる授業づくり・学級づくり」をテーマ
に、標記セミナーを開催する。
〈日時・会場〉平成21年８月６日（木）・７日（金）
９：30～17：00　終了時間は各日による。東京都
港区立港陽中学校（東京都港区台場1-1-5）
〈対象〉　学校関係者・一般の方。
〈内容〉　講演「学力向上の総合戦略─教師、子ども、
家庭のかかわり─」山極隆氏（玉川大学学術研究
所教授）他、ワークショップ、シンポジウム等。
〈参加費〉　一般　10,000円、会員　8,000円、学

用する時の手順やポイント」「発展的な活用」等を
記述し、とてもわかりやすくまとめてある。本書を
手に取れば、まずこの部分を実践したくなる。
　さらに本書の「理論編」が素晴らしい。始めに今
までのICT活用のどこが間違っていたのかを具体的
な５つのポイントで、ずばりまとめている。
　さらに、ICT活用が授業の中心ではなく「授業の
一部をより効率化しサポートする」ものであること
を授業技術の必要性からわかりやすく解説している。
ここは、ぜひ、若い先生に読んでいただきたい。
　また、調査を通じて、実際によく活用されたICT
機器や活用のタイミング、活用した場合と活用しな
い場合の授業構成の違いなど、データ的にもICT活
用が学習に効果的であることをはっきりと表している。
　そして、全編を通してはっきりするのは、普通教
室でのICT活用を進める重要な機器が実物投影機で
あり、導入を進めていくことがいかに大切かという
ことである。
　これからICT活用を進めていく教員はもちろん、
授業がうまくなりたい教員にお勧めの、誰でもすぐ
に効果的なICT活用の授業実践ができる一冊である。
 （千葉県船橋市教育委員会　秋元大輔）

　まもなく各教室にデジタルテレビがやってくる。
その時に、デジタルテレビをどのように活用するか、
その答えが本書にはある。
　本書では、プロジェクタ＋実物投影機の活用を紹
介しているが、デジタルテレビ＋実物投影機でも大
半の実践ができ、電子黒板付デジタルテレビであれ
ば、全ての実践をすぐに教室で実践できる。
　本書は「理論編」「活用場面編」「教室環境編」「教
員研修編」の４部構成である。すぐに活用できるの
は「活用場面編」の50の実践である。それぞれの
実践を１ページの中で、「活用場面を表した大きな
カラー写真」「学年・教科・単元などの基本情報」「活

「すべての子どもがわか
る授業づくり━教室で
ICTを使おう━」

高橋純・堀田龍也編著
高陵社書店発行
2009年４月刊　128頁
1,785円（税込）

▲

ブックレビュー
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■１日「家族の歩き方」
 （平成20年９月13日放送分）
■８日「宇宙戦士アクロバッターの帰還」
 （平成20年９月８日放送分）
■15日「水の時間」 （平成20年９月15日放送分）
■22日「チューニング・バケーション」
 （再放送枠のみ・平成20年９月15日放送分）
■ 29日　転校生シリーズ　第１回「少年は天の
声を聴く」

■ 56回　１日「人生は楽しくなきゃ─62歳のカ
リスマ新体操教師─」 （RKB毎日放送）
■57回　８日「サヨばあちゃんの無人駅」
 （熊本放送）
■ 58回　15日「笑顔の戦い…35歳。がんと共
に生きるナース」 （IBC岩手放送）
■ 59回　22日「笑顔と笑顔くっつけよう！」
 （新潟放送）
■ 60回　29日「園児1300人！園長のわんぱく
物語」 （テレビ朝日）

　各機関で行われているさまざまな取組みが視聴
できる（http://www.elnet.go.jp）。
＊今月の主な新着コンテンツ＊
〈1ch　文部科学省から〉
　財団法人民間放送教育協会の企画した『発見！
人間力』の番組。
①「“玉こんにゃく”で自立へ再挑戦」
②「“学びたい”を支えて」
③「三河サムライの挑戦」

※放送曜日・時間は地域によって異なります。
〈放送についての問い合わせ〉
（財）民間放送教育協会　TEL03-6406-2171

発 見 ！ 人 間 力

　　（土）19：15～19：45／ＮＨＫ教育

中学生日記

放送番組・web配信

エ ル ・ネ ッ ト
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■６月選定　紙紙しばい／ビビデオ／ D DVD
「もりのうんどうかい」紙 12枚〈幼稚園・小学校
（低学年）／幼児、教養〉（株）童心社
「障害者と補助犬の生活から学ぶやさしい気持ち・
いたわりの心（盲導犬編）」「障害者と補助犬の生
活から学ぶやさしい気持ち・いたわりの心（介助犬
編）」「障害者と補助犬の生活から学ぶやさしい気持
ち・いたわりの心（聴導犬編）」D 各20分〈小学校
（中・高学年）・中学校、道徳／少年、地域社会生活（地
域の保健・福祉）〉（社）全国補助犬育成連合会
特選「白磁─井上萬二のわざ─」D 35分〈小学
校（高学年）・中学校・高等学校、図画工作、美術、
美術・工芸／少年・青年・成人、教養・情操（伝
統工芸）〉（株）桜映画社
特選「海の恵みと日本人シリーズ　『ノリ』『アジ・
サバ』『エビ』」D 102分〈高等学校、水産〉（株）
CNインターボイス
「火災！逃げ遅れを防げ！─住宅用火災警報器が
命を守る─」ビ 20分〈青年・成人、地域社会生
活（災害予防・対策）〉（株）映学社
「青空球児・好児のお年寄りの安全生活術─だま
されるな！振り込め詐欺・悪質商法─」ビ 22分「青
空球児・好児のお年寄りの安全生活術─防ごう！
家庭内・外出時の事故─」ビ 20分〈成人、国民
生活（高齢社会）〉東映（株）
「平成　熊あらし─異常出没を追う─」D 61分〈少
年・青年・成人、教養〉（株）群像舎
「同和問題と人権─あなたはどう考えますか─」
D 28分〈青年・成人、地域社会生活（人権）〉（財）
人権教育啓発推進センター

文部科学省選定作品

AV MATERIAL

外務省国際協力局無償資金・技術協力課課長補佐＝
金子実氏）○情報政策室教育情報施策調整係長　
大城光雄氏→生涯学習政策局政策課専門職（併）国
立教育政策研究所社会教育実践研究センター企画

課普及・調査係長（後任：内閣府国際平和協力本部
事務局（派遣第２係）＝原田智氏）○政策課専門職
（併）国立教育政策研究所社会教育実践研究センタ
ー企画課企画係長　壬生篤志氏→参事官付専門職

翌週（土）12：30～13：00／再放送　ＮＨＫ教育
中部７県は翌週（日）11：00～11：30／再放送　ＮＨＫ総合
※都合により番組内容が変更となる場合があります。


